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言葉の力 
 

                          校長 筒井 啓介 
 

私たちが使う「言葉」には、簡単には見えない力が秘められています。言葉は単なるコミュ

ニケーションの手段ではなく、自分自身や他者に強い影響を与え、心の状態や行動を左右する

ものです。例えば、友人に励ましの言葉をかけたとき、その一言が相手に大きな勇気や元気を

与えることがあります。また、否定的な言葉をかけると、その影響は相手に自信を喪失させ、

行動の意欲を削いでしまう可能性もあるのです。 

ポジティブな言葉を使うことで、自分自身も自然と前向きな気持ちになり、周りの人にも良

い影響を与えます。たとえば、友達やクラスメイトに「君ならできるよ」「一緒に頑張ろう」

という言葉をかけたとき、相手の表情が明るくなることがあります。これは、言葉が相手の心

に直接働きかけ、困難に直面しても前向きに取り組む力を引き出すからです。 

また、自分自身に対してもポジティブな言葉を使うことが重要です。たとえば、「大丈夫、

きっとできる」と自分に語りかけることで、不安やプレッシャーを和らげ、より積極的に行動

できるようになります。このように、ポジティブな言葉は自己肯定感を高め、困難な状況を乗

り越える力となるのです。 

一方、ネガティブな言葉は心に負の影響を与えます。「どうせ無理だ」「私にはできない」と

いった言葉は、自分の自信を奪い、挑戦する意欲を削いでしまいます。また、他人に対して否

定的な言葉を使うと、相手は自信を失い、行動する力を失ってしまう可能性があります。これ

が続くと、クラスやチーム全体の雰囲気も暗くなり、協力的な環境が崩れてしまいます。 

そのため、日常的に使う言葉には注意が必要です。自分や他人を励ますような前向きな言葉を

選ぶことで、周りの人々に良い影響を与えることができます。 

 

【ぜひ使いたいポジティブな言葉】 

①「ありがとう」 

感謝の気持ちを伝えることで、相手に対するリスペクトを示し、信頼関係を強化します。 

②「お疲れ、頑張っているね」 

努力を認めることは、その人のモチベーションを維持し、さらに頑張ろうという気持ちを引

き出します。 

③「君ならできるよ」 

何かに挑戦しているとき、この一言がその人の自信を引き出し、やる気を支援します。 

④「大丈夫、きっとうまくいくよ」 

誰かが不安を感じているとき、この言葉は安心感を与え、前向きに取り組む勇気を生み出し

ます。 

 

 

 

⑤「一緒に頑張ろう」 

困難に立ち向かっているとき、この言葉は孤独を感じさせず、共に乗り越える仲間であるこ

とを示します。 

⑥「次はもっと良くなる」 

失敗したときにこの言葉をかけることで、挑戦し続けることの大切さを伝え、相手を励ます

ことができます。 

 

ここで、「言葉のダシのとりかた」という詩を紹介しますので、ぜひ読んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この詩からも言葉の重みや使い方の大切さを感じることができると思います。ぜひ、西谷中 

の生徒の皆さんも言葉の使い方について考える機会を持ってもらいたいと思います。そして、

普段の生活において、自分自身と周りの人に対して積極的にポジティブな言葉を使えるように

なって欲しいと願います。 

 

「言葉のダシのとりかた」 長田 弘 

 

かつおぶしじゃない。 

まず言葉を選ぶ。 

太くてよく乾いた言葉を選ぶ。 

はじめに言葉の表面の 

カビをたわしでさっぱりと落とす。 

血合いの黒い部分から、 

言葉を正しく削ってゆく。 

言葉が透きとおってくるまで削る。 

つぎに意味をえらぶ。 

厚みのある意味をえらぶ。 

鍋に水を入れて強火にかけて、 

 意味をゆっくりと沈める。 

 意味を浮きあがらせないようにして 

 沸騰寸前にサッと掬いとる。 

 それから削った言葉を入れる。 

 言葉が鍋のなかで踊りだし、 

 言葉のアクがぶくぶく浮いてきたら 

 掬ってすくって捨てる。 

 

 



■ハロウィンパーティに招待されました 

  西谷中学校に可愛く仮装した園児がやって来ました。西谷幼稚園でハロウィンパーティをするの

で、中学生のお兄さん・お姉さん遊びに来てくださいと書かれた招待状を届けてくれました。生徒 

会長のＡさんが代表で招待状を受け取ると、園児も中学生もみんな笑顔になりました。このように

園児と中学生が自然に触れ合う機会があるのも西谷ならではの良さだと感じました。 

（10月 24日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幼児との交流 

  西谷中のグランドで育てたハロウィンかぼちゃが収穫されました。そのかぼちゃに３年生と西谷

幼稚園の園児が一緒に顔を描きました。園児と３年生がハロウィンの仮装をしながら、一緒に交流 

 する姿はとても微笑ましいものです。貴重な交流の機会に協力していただいた西谷幼稚園のみなさ

んに心よりお礼を申し上げます。 

この交流以外にも、家庭科の学習（保育）として、１２月に３年生が園児と交流をする予定です。

（10 月 23 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■期末考査が始まります 

  早いもので、２学期も残り１月ほどになりました。また、20日からは今学期の締めくくりとなる 

 期末考査が行われます。特に３年生は進路選択に向けて大切な考査となるので、今までの努力の成

果が発揮できるように最後まで全力で臨んでもらいたいと思います。また、１・２年生においても 

 １年後、２年後の進路選択時に「あの時、もっとしっかり勉強しておけば良かった‥」のようなこ

とにならないために、一つ一つの考査を大切にし、今できる最大限の努力をしてください。 

You have to fight to reach your dream. You have to sacrifice and work hard for it. 

「夢をつかむためには闘わなければならない。犠牲と懸命な努力が必要だ」 

（リオネル・メッシ） 

生徒会長のＡさんが園児からの招待状を受け取りました 園児と一緒に楽しい時間を過ごしました（３年生） 


